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衆
議
院
議
員
山
本
太
郎
君
提
出
「
検
査
を
行
わ
な
く
と
も
臨
床
症
状
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
と
診
断
し
て
よ
い
」

と
の
方
針
変
更
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
山
本
太
郎
君
提
出
「
検
査
を
行
わ
な
く
と
も
臨
床
症
状
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
と
診
断
し
て
よ

い
」
と
の
方
針
変
更
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
当
該
事
務
連
絡
」
（
以
下
「
令
和
四
年
事
務
連
絡
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染

症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
。
以
下
「
感
染
症
法
」
と
い
う
。
）
等
に
基
づ
く

対
応
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
長
。
以
下
「
都
道
府
県
知
事

等
」
と
い
う
。
）
の
判
断
で
行
う
こ
と
が
可
能
な
も
の
を
明
確
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
よ
う
な
「
こ
れ
ま
で
可
能

と
し
て
い
な
か
っ
た
」
も
の
で
は
な
い
。 

二
及
び
十
二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
メ
リ
ッ
ト
お
よ
び
デ
メ
リ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、
「
当
該
事
務
連
絡
の
発
出
に
よ
っ
て
」
影
響
を
受
け
る
対

象
は
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
網
羅
的
か
つ
具
体
的
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
令
和
四
年
事
務
連
絡
に
つ
い

て
は
、
令
和
四
年
一
月
十
三
日
に
国
立
感
染
症
研
究
所
が
公
表
し
た
「
実
地
疫
学
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
に
基
づ
い
た

国
内
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
感
染
症
例
に
関
す
る
暫
定
的
な
潜
伏
期
間
、
家
庭
内
二
次
感
染
率
、
感
染
経
路
に
関
す
る
疫
学
情
報



 

２ 

 

（
二
千
二
十
二
年
一
月
十
日
現
在
）
」
、
専
門
家
の
議
論
等
を
踏
ま
え
、
「
今
後
感
染
が
さ
ら
に
継
続
し
て
急
拡
大
し
た
場

合
に
備
え
、
患
者
の
症
状
や
重
症
化
リ
ス
ク
等
に
応
じ
て
、
適
切
な
医
療
の
提
供
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
」
、
「
地
域
の
感
染

状
況
に
応
じ
て
、
診
療
・
検
査
医
療
機
関
へ
の
受
診
に
一
定
の
時
間
を
要
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
等
の
場
合
」
及
び
「
外

来
医
療
の
ひ
っ
迫
が
想
定
さ
れ
る
場
合
」
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
等
の
判
断
で
行
う
こ
と
が
可
能
な
対
応
を
示
し
た
も

の
で
あ
り
、
各
都
道
府
県
知
事
等
に
よ
り
適
切
な
対
応
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
御
指
摘
の
「
外
来
医
療
の
ひ
っ
迫
」
を

改
善
す
る
効
果
が
生
じ
得
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
四
年
事
務
連
絡
に
お
い
て
は
、
「
本
人
が
希
望
す
る
場
合
に
は

検
査
前
で
も
医
療
機
関
へ
の
受
診
は
可
能
で
あ
る
こ
と
や
、
症
状
が
重
い
場
合
や
急
変
時
等
に
は
速
や
か
に
医
療
機
関
を
受

診
す
る
よ
う
、
併
せ
て
呼
び
か
け
る
こ
と
」
等
と
示
し
て
お
り
、
必
要
な
検
査
や
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い

る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
自
己
検
査
に
か
か
る
費
用
」
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
法
第
十
五
条
第
一
項
に
基
づ
く
調
査
（
以
下
「
行
政
検

査
」
と
い
う
。
）
と
し
て
行
わ
れ
る
、
都
道
府
県
知
事
等
及
び
都
道
府
県
知
事
等
か
ら
委
託
を
受
け
た
事
業
者
等
が
発
熱
等

の
症
状
が
あ
る
同
条
第
三
項
の
「
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ
る
者
」
に
対
し
て
配
布
し
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た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
検
査
キ
ッ
ト
の
使
用
に
よ
り
当
該
者
が
自
ら
行
う
検
査
の
場
合
は
、
感
染
症
法
第

五
十
八
条
第
一
号
及
び
第
六
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
及
び
国
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
行
政
検
査
の

場
合
以
外
で
自
ら
検
査
し
た
場
合
は
、
当
該
検
査
に
係
る
事
情
が
様
々
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
負
担
を
行
う
者

に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
御
指
摘
の
「
後
日
全
部
も
し
く
は
一
部
還
付
」
す
る
こ
と

は
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
行
政
検
査
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
（
令
和
二
年

三
月
四
日
付
け
健
感
発
〇
三
〇
四
第
五
号
厚
生
労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
長
通
知
）
に
お
い
て
示
し
て
い
る
と
お
り
、

医
療
機
関
に
お
い
て
医
師
の
判
断
に
よ
り
診
療
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
検
査
は
行

政
検
査
と
し
て
扱
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
「
当
該
検
査
」
は
行
政
検
査
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
費
用
は
、
感

染
症
法
第
五
十
八
条
第
一
号
及
び
第
六
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
及
び
国
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
。
後
段

の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
当
該
医
師
が
行
っ
た
診
断
等
の
内
容
に
応
じ
て
個
別
具
体
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
一

概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 
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五
に
つ
い
て 

 
 

医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
診
療
に
応
ず
る
義
務
の
有
無
を
判
断
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
同
項
に
い
う
正
当
な
事
由
の
有
無
を
個
々
の
事
例
に
即
し
て
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

六
の
１
及
び
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
事
務
連
絡
の
別
添
「
本
事
務
連
絡
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」
の
「
Ｑ
五
．
一
．
③
の
「
同
居

家
族
な
ど
の
感
染
者
の
濃
厚
接
触
者
」
と
は
ど
の
よ
う
な
濃
厚
接
触
者
か
」
に
お
い
て
、
「
感
染
し
て
い
る
可
能
性
が
非
常

に
高
い
濃
厚
接
触
者
と
し
て
、
家
族
等
の
同
居
人
が
感
染
者
と
な
っ
た
場
合
や
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
施
設
の
従
業
員
で

明
ら
か
な
曝
露
歴
が
あ
る
場
合
な
ど
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
あ
く
ま
で
も
医
師
の
裁
量
と
し
て
検
査
を
実
施
し
な
く

て
も
十
分
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
疑
似
症
患
者
で
あ
っ
て
当
該
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正

当
な
理
由
の
あ
る
も
の
と
言
え
る
場
合
を
想
定
し
て
い
ま
す
」
と
示
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。 

六
の
３
か
ら
５
ま
で
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
濃
厚
接
触
者
」
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
等
が
、
令
和
四
年
事
務
連
絡
の
別
添
「
本
事
務
連
絡
に
関
す



 

５ 

 

る
Ｑ
＆
Ａ
」
の
「
Ｑ
五
．
一
．
③
の
「
同
居
家
族
な
ど
の
感
染
者
の
濃
厚
接
触
者
」
と
は
ど
の
よ
う
な
濃
厚
接
触
者
か
」
、

国
立
感
染
症
研
究
所
が
作
成
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
に
対
す
る
積
極
的
疫
学
調
査
実
施
要
領
（
令
和
三

年
十
一
月
二
十
九
日
版
）
」
、
「
Ｂ
．
一
．
一
．
五
二
九
系
統
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
）
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
患
者
等
に
係
る

入
退
院
及
び
濃
厚
接
触
者
並
び
に
公
表
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
（
令
和
三
年
十
一
月
三
十
日
付
け
厚
生
労
働
省
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
本
部
事
務
連
絡
）
の
Ⅰ
の
二
の
③
等
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
取
扱
い
を
踏
ま
え
、
個
別
具

体
的
な
状
況
に
応
じ
て
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

六
の
６
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
一
項

及
び
第
十
四
条
第
二
項
に
基
づ
く
届
出
の
基
準
等
に
つ
い
て
（
一
部
改
正
）
」
（
令
和
三
年
二
月
十
日
付
け
健
感
発
〇
二
一

〇
第
五
号
厚
生
労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
長
通
知
）
の
別
紙
「
医
師
及
び
指
定
届
出
機
関
の
管
理
者
が
都
道
府
県
知
事

に
届
け
出
る
基
準
」
の
第
七
の
一
の
（
三
）
に
お
い
て
、
「
患
者
（
確
定
例
）
」
の
届
出
基
準
に
つ
い
て
は
、
「
（
二
）
の

臨
床
的
特
徴
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
、
（
四
）
に
該
当
す
る
こ
と
等
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
疑
わ
れ
、
か

つ
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
検
査
方
法
に
よ
り
、
当
該
者
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
診
断
し
た
場
合
」
と
し
て
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い
る
と
こ
ろ
、
令
和
四
年
事
務
連
絡
の
一
の
③
に
よ
り
診
断
さ
れ
た
者
は
、
医
師
の
判
断
に
よ
り
検
査
を
行
わ
ず
、
臨
床
症

状
で
診
断
し
て
い
る
た
め
、
当
該
「
患
者
（
確
定
例
）
」
に
該
当
し
な
い
こ
と
か
ら
、
「
患
者
（
確
定
例
）
」
と
し
て
届
け

出
る
こ
と
と
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
事
務
連
絡
の
別
添
「
本
事
務
連
絡
に
関

す
る
Ｑ
＆
Ａ
」
の
「
Ｑ
九
．
一
．
③
の
疑
似
症
患
者
は
、
自
治
体
が
公
表
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
新
規

陽
性
者
数
に
含
め
る
の
か
」
に
お
い
て
、
「
一
．
③
の
疑
似
症
患
者
は
、
自
治
体
の
公
表
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
新
規
陽
性
者
数
に
含
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
際
、
新
規
陽
性
者
数
の
内
数
と
し
て
、
一
．

③
の
疑
似
症
患
者
の
数
を
明
示
す
る
形
で
公
表
す
る
よ
う
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
」
と
示
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。 

七
に
つ
い
て 

 
 

感
染
症
法
第
十
五
条
第
四
項
に
つ
い
て
は
、
「
感
染
症
の
患
者
を
迅
速
に
発
見
す
る
こ
と
に
よ
り
、
感
染
症
の
発
生
を
予

防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
」
と
規
定
し
、
御
指
摘
の
「
当
該
Ｑ
＆
Ａ
」
に
お
い
て
も
、
「
例
え
ば
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
無
症
状
で
も
感
染
さ
せ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
等
の
そ
の
特
性
に
鑑
み
、
現
に
感

染
が
発
生
し
た
施
設
等
に
限
ら
ず
、
特
に
医
療
機
関
、
高
齢
者
施
設
等
を
中
心
に
、
地
域
の
関
係
者
を
幅
広
く
対
象
に
、
検

査
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
」
等
と
示
す
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
感
染
拡
大
の
防
止
や
早
期
発
見
を
目
的
と
し
て
幅
広
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く
検
査
を
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
一
方
、
令
和
四
年
事
務
連
絡
は
、
「
今
後
感
染
が
さ
ら
に
継
続
し
て
急
拡
大
し
た

場
合
」
に
お
い
て
も
「
適
切
な
医
療
の
提
供
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
」
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
を
診
断
す
る

に
当
た
っ
て
の
取
扱
い
と
し
て
、
「
医
師
の
判
断
に
よ
り
検
査
を
行
わ
な
く
と
も
、
臨
床
症
状
で
診
断
す
る
こ
と
」
を
可
能

と
す
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
項
と
令
和
四
年
事
務
連
絡
と
で
は
、
趣
旨
・
目
的
、
想
定
す
る
状

況
や
措
置
の
内
容
等
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
よ
う
な
「
齟
齬
」
が
生
じ
る
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

八
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
法
的
に
す
べ
て
等
し
く
扱
わ
れ
る
の
か
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
感
染
症

法
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
、
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
疑
似
症
患
者
で
あ
っ
て
当
該
感
染
症
に
か
か
っ
て
い

る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
と
み
な
し
て
、
こ

の
法
律
の
規
定
を
適
用
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
御
指
摘
の
「
当
該
疑
似
症
患
者
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
事

務
連
絡
に
お
い
て
、
「
感
染
者
の
濃
厚
接
触
者
が
有
症
状
と
な
っ
た
場
合
」
に
お
い
て
医
師
に
よ
り
臨
床
症
状
で
診
断
さ
れ

て
い
る
た
め
、
同
項
の
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
疑
似
症
患
者
で
あ
っ
て
当
該
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑

う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ
る
も
の
」
（
以
下
「
新
型
コ
ロ
ナ
疑
似
症
患
者
」
と
い
う
。
）
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。 



 

８ 

 

八
の
２
及
び
３
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
治
療
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

感
染
症
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
と
み
な
し
て
適
用
す
る
感
染
症
法
第
二

十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
感
染
症
法
第
十
九
条
又
は
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
入
院
の
勧
告
又
は
入
院
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
疑
似
症
患
者
の
入
院
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
法
第
三
十
七
条
及
び
第

四
十
二
条
並
び
に
第
五
十
八
条
第
十
号
及
び
第
十
二
号
並
び
に
第
六
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
及
び
国
が
負

担
す
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
当
該
入
院
以
外
の
新
型
コ
ロ
ナ
疑
似
症
患
者
に
対
す
る
医
療
の
う
ち
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
軽
症
者
等
に
係
る
宿
泊
療
養
及
び
自
宅
療
養
に
お
け
る
公
費
負
担
医
療
の
提
供
に
つ
い
て
」
（
令
和
二
年
四

月
三
十
日
付
け
健
感
発
〇
四
三
〇
第
三
号
厚
生
労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
長
通
知
）
の
「
二
．
補
助
事
業
の
対
象
と
な

る
医
療
」
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
「
都
道
府
県
が
医
療
機
関
等
に
対
し
て
・
・
・
保
険
給
付
後
の
な
お
残
る
自
己
負

担
額
を
補
助
し
た
場
合
、
そ
の
費
用
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
交
付
金
の
対
象
と
し
て
補
助
す
る
」

こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
お
尋
ね
の
「
そ
れ
ま
で
に
か
か
っ
た
医
療
費
」
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
る
。 



 

９ 

 

九
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
事
務
連
絡
の
別
添
「
本
事
務
連
絡
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」
に
お
け
る
「
Ｑ
六
．
一
．
③
の

「
同
居
家
族
な
ど
の
感
染
者
の
濃
厚
接
触
者
」
に
つ
い
て
、
経
口
薬
な
ど
治
療
薬
を
投
与
す
る
場
合
な
ど
に
お
い
て
も
検
査

を
実
施
し
な
く
て
よ
い
の
か
」
に
お
い
て
、
「
経
口
薬
な
ど
治
療
薬
を
投
与
す
る
場
合
や
他
疾
患
の
可
能
性
も
相
応
に
高
く

鑑
別
が
必
要
な
場
合
な
ど
に
お
い
て
、
診
断
を
確
定
す
る
（
※
）
た
め
に
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
は
当
然
に
必
要
と
な
り
ま

す
」
と
示
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。 

十
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
不
利
益
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

十
一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
当
該
臨
床
診
断
が
可
能
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
・
・
・
医
療
機
関
の
負
担
が
む
し
ろ
増
え
る
」
事
態
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
は
想
定
し
て
い
な
い
。 

十
三
に
つ
い
て 



 

１０ 

 

 
 

令
和
四
年
事
務
連
絡
は
、
現
在
の
感
染
状
況
等
を
踏
ま
え
、
「
地
域
の
感
染
状
況
に
応
じ
て
、
診
療
・
検
査
医
療
機
関
へ

の
受
診
に
一
定
の
時
間
を
要
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
等
の
場
合
」
及
び
「
外
来
医
療
の
ひ
っ
迫
が
想
定
さ
れ
る
場
合
」
に

お
い
て
都
道
府
県
知
事
等
の
判
断
で
行
う
こ
と
が
可
能
な
対
応
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
見
直
し
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
感
染
状
況
、
医
療
機
関
の
状
況
、
専
門
家
の
意
見
等
を
踏
ま
え
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 


